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CDPに関する情報

CDPの概要
CDPはすべてのシスコデバイス（ルータ、ブリッジ、アクセスサーバ、コントローラ、およ
びスイッチ）のレイヤ 2（データリンク層）で動作するデバイス検出プロトコルです。ネット
ワーク管理アプリケーションは CDPを使用することにより、既知のデバイスにネイバーシス
コデバイスを検出できます。また、下位レイヤのトランスペアレントプロトコルが稼働して

いるネイバーデバイスのデバイスタイプや、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エー
ジェントアドレスを学習することもできます。この機能によって、アプリケーションからネイ

バーデバイスに SNMPクエリーを送信できます。

CDPは、サブネットワークアクセスプロトコル（SNAP）をサポートしているすべてのメディ
アで動作します。CDPはデータリンク層でのみ動作するため、異なるネットワーク層プロトコ
ルをサポートする 2つのシステムで互いの情報を学習できます。

CDPが設定された各デバイスはマルチキャストアドレスに定期的にメッセージを送信して、
SNMPメッセージを受信可能なアドレスを 1つまたは複数アドバタイズします。このアドバタ
イズには、受信側デバイスで CDP情報を廃棄せずに保持する時間を表す存続可能時間、つま
りホールドタイム情報も含まれます。各デバイスは他のデバイスから送信されたメッセージも

待ち受けて、ネイバーデバイスについて学習します。

CDPはデバイス上でNetworkAssistantをイネーブルにすることで、ネットワークをグラフィカ
ルに表示できます。デバイスは CDPを使用してクラスタ候補を検出し、クラスタメンバ、お
よびコマンドデバイスから最大3台（デフォルト）離れたクラスタ対応の他のデバイスについ
ての情報を維持します。
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CDPのデフォルト設定
この表は、CDPのデフォルト設定を示します。

デフォルト設定機能

[有効（Enabled）]CDPグローバルステート

[有効（Enabled）]CDPインターフェイスステート

60秒CDPタイマー（パケット更新頻度）

180秒CDPホールドタイム（廃棄までの時間）

[有効（Enabled）]CDPバージョン 2アドバタイズ

CDPの設定方法

CDP特性の設定
次の CDP特性を設定できます。

• CDP更新の頻度

•破棄するまで情報を保持する時間の長さ

•バージョン 2アドバタイズを送信するかどうか

ステップ 3～ 5はすべて任意であり、どの順番で実行してもかまいません。（注）

CDP特性を設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。プロンプトが表示されたら、パス

ワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

（任意）CDP更新の送信頻度を秒単位
で設定します。

cdp timer秒

例：

ステップ 3

指定できる範囲は5～254です。デフォ
ルトは 60秒です。Device(config)# cdp timer 20

（任意）受信デバイスがこのデバイスか

ら送信された情報を破棄せずに保持する

時間を指定します。

cdp holdtime秒

例：

Device(config)# cdp holdtime 60

ステップ 4

設定範囲は 10～ 255秒で、デフォルト
は 180秒に設定されています。

（任意）バージョン2アドバタイズを送
信するように CDPを設定します。

cdp advertise-v2

例：

ステップ 5

これは、デフォルトの状態です。
Device(config)# cdp advertise-v2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 7

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config
startup-config

次のタスク

デフォルト設定に戻すには、CDPコマンドの no形式を使用します。

CDPのディセーブル化
CDPはデフォルトで有効になっています。
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デバイスクラスタと他のシスコデバイス（Cisco IP Phoneなど）は、CDPメッセージを定期的
に交換します。CDPをディセーブルにすると、クラスタ検出が中断され、デバイスの接続が切
断されます。

（注）

CDPデバイス検出機能をディセーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。プロンプトが表示されたら、パス

ワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

CDPをディセーブルにします。no cdp run

例：

ステップ 3

Device(config)# no cdp run

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 5

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config
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次のタスク

CDPを使用するには、再びイネーブルにする必要があります。

Enabling CDP
CDPはデフォルトで有効になっています。

デバイスクラスタと他のシスコデバイス（Cisco IP Phoneなど）は、CDPメッセージを定期的
に交換します。CDPをディセーブルにすると、クラスタ検出が中断され、デバイスの接続が切
断されます。

（注）

ディセーブルになっている CDPをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

始める前に

CDPをディセーブルにする必要があります。そのようにしないとイネーブルにできません。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。プロンプトが表示されたら、パス

ワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ディセーブルになっている場合は、CDP
をイネーブルにします。

cdp run

例：

ステップ 3

Device(config)# cdp run

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config

次のタスク

CDPが有効になっていることを示すには、showrunallコマンドを使用します。showrunだけを
入力した場合、CDPの有効化が表示されないことがあります。

インターフェイス上での CDPのディセーブル化
CDP情報を送受信するために、サポートされているすべてのインターフェイス上では CDPが
デフォルトでイネーブルになっています。

デバイスクラスタと他のシスコデバイス（Cisco IP Phoneなど）は、CDPメッセージを定期的
に交換します。CDPをディセーブルにすると、クラスタ検出が中断され、デバイスの接続が切
断されます。

（注）

ポート上で CDPをディセーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。プロンプトが表示されたら、パス

ワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

CDPをディセーブルにするインターフェ
イスを指定し、インターフェイスコン

interface interface-id

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

フィギュレーションモードを開始しま

す。

Device(config)# interface
gigabitethernet1/0/1

ステップ3で指定したインターフェイス
で CDPをディセーブルにします。

no cdp enable

例：

ステップ 4

Device(config-if)# no cdp enable

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 6

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

インターフェイス上での CDPのイネーブル化
CDP情報を送受信するために、サポートされているすべてのインターフェイス上では CDPが
デフォルトでイネーブルになっています。

デバイスクラスタと他のシスコデバイス（Cisco IP Phoneなど）は、CDPメッセージを定期的
に交換します。CDPをディセーブルにすると、クラスタ検出が中断され、デバイスの接続が切
断されます。

（注）

ポート上でディセーブルになっているCDPをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

始める前に

CDPをイネーブルにしようとしているポートで、CDPがディセーブルになっている必要があ
ります。そうでない場合は、イネーブルにできません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。プロンプトが表示されたら、パス

ワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

CDPをイネーブルにするインターフェ
イスを指定し、インターフェイスコン

interface interface-id

例：

ステップ 3

フィギュレーションモードを開始しま

す。
Device(config)# interface
gigabitethernet1/0/1

ディセーブルにされているインターフェ

イスで CDPをイネーブルにします。
cdp enable

例：

ステップ 4

Device(config-if)# cdp enable

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 6

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config
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CDPのモニタおよびメンテナンス
表 1 : CDP情報を表示するためのコマンド

説明コマンド（Command）

トラフィックカウンタを0にリセットします。clear cdp counters

ネイバーデバイスに関する情報を収めたCDP
テーブルを削除します。

clear cdp table

送信間隔、送信したパケットの保持時間など

のグローバル情報を表示します。

show cdp

特定のネイバーに関する情報を表示します。

アスタリスク（*）を入力してすべての CDP
ネイバーを表示することも、情報が必要なネ

イバーの名前を入力することもできます。

また、指定されたネイバー上でイネーブルに

なっているプロトコルの情報や、デバイス上

で稼働しているソフトウェアのバージョン情

報が表示されるように、表示内容を制限する

こともできます。

show cdp entry entry-name [version]
[protocol]

CDPがイネーブルに設定されているインター
フェイスの情報を表示します。

必要なインターフェイスの情報だけを表示で

きます。

show cdp interface [interface-id]

装置タイプ、インターフェイスタイプ、イン

ターフェイス番号、保持時間の設定値、機能、

プラットフォーム、ポート IDを含めたネイ
バー情報を表示します。

特定のインターフェイスに関するネイバー情

報だけを表示したり、詳細表示にするため表

示内容を拡張したりできます。

show cdp neighbors [interface-id] [detail]

CDPカウンタ（送受信されたパケット数およ
びチェックサムエラーを含む）を表示します。

show cdp traffic
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